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青年 は その 山吹 の 花色 を し た 瞳 を ゆっ た り と 開い て 、 目 覚め の 放送 
を 聞く 。 

「 お は よう 、 菅 示さ ん 」 

山吹 が ほこ ろ ぶ 。 


大 悪霊 は 何処 か 居心地 悪 そ うに 、 そ う 返 し た 。 

霊 4J は 布団 を た た み 、 囚 人 服 に 着替え て 朝食 を 待つ 。 

所 在 な さげ に 立つ 最上 と 目 が 合う た びに 、 霊 妃 は くす っ と 笑っ た 。 
1 生 の 0 今日 は 聞き 込み に 行か な い の か ? 」 


最上 は 類 を か き な が ら 斜 め 上 を 見 る 。 

3 身体 は 大 丈夫 か ね ? ちょ っ と ば か し .……… や けり 過ぎ た と は 

思っ て いて 、.」 

も ご も ご 、 と 珍し く 最 上 は 口 の 中 で 語尾 を こも ら せ た 。 

さぁ っ と 霊 妃 の 顔 に 朱 が さす 。 

「 啓示 さん 、 ち ょ っ と 」』 

ooSN と 霊 紀 が 手招き する と 、 最 上 は 素直 に 近寄っ た 。 
5 まだ 、 啓 示さ ん が 入っ て る 感じ が する ,」 

還 と 霊 妃 が 耳打ち する と 、 ば っ と 最上 は 顔 を 逸らし た 。 
「 記 示さ ん 、 耳 真っ 赤 」 

霊 妃 が 、 く っ くっ と 笑う 。 

「 ち ょ っ と こっ ち 向 いて ? 」 

「 絶 つつ っ っ 対 に 嫌 だ 」 

そう イチ ャ イチ ャ し て いる と 、 衛 生 係 が 食事 を 持っ て 来 た 。 

いつ も 通り 食べ て 。 

いつ も 通り 食器 を 出し て 。 

いつ も 通り 少し 衛生 係 と 話 を し て 。 


いつ も と 違っ て 、 食 事 を し て すぐ 、 霊 幻 は 独房 か ら 出る 事 に な っ 
es 


( ああ ) 


他 の 死刑 因 は ガチ ャ 、 ガ チャ と 独房 の ドア を 鳴ら す 。 
霊 J へ の 毛 い と し て 。 


喜久 は ふつ わり と 。 

菩薩 の よう に 笑っ て 、 告 和解 室 に 向かう 。 

「 何 か 吉 い 残す こと は あり ませ ん か , 

お 坊さん が 苦し そう に 路 く 。 

霊 J は 微笑 ん で 

「 どう か 、 私 の 死に 心 を 痛め な いで くだ さい .」 
お 坊さん が 絶句 する 。 

「ー ニ ーー ニー っ 、 あ な た は 、 本 当 は .……. ツ ! 」 
ゆる く 霊 夕 は 首 を 振る 。 

「 私 は 死刑 和 囚 。 確 定 死刑 囚 、 霊 師 新 隆 で す 。 .…… それ が 全て で す ,」 
お 坊さん が くず お れる 。 

その 働 突 に 6 霊 編 は 困っ た よう に 往 笑 こん で し いた 。 


Ko 


旬 刑 室 に 、 霊 紀 は 刑務 官 に 連れ られ て ゆっ くり と 進ん で いく 。 
0058 私 に 命 妥 い を する な ら 今 じゃ な いか ね ? 」 

店 和 

( 俺 は 刑 を 受け な けれ ば いけ な い 。 モ プ ブ の た め に 。 攻 沢 の た め に 。 

テル くん の た め に ) 

霊 妃 が 心 の 中 で そう 返し て 、 最 上 は 誠 を すく め た 。 

「 ま あい し !。 死後 は 優し く 面倒 を 見 て や る か ら 、 安 心 し た まえ 」 
くっ 、 と 複 雑 そう な 顔 で 、 霊 4J は 笑い を 堪え た 。 

処刑 室 の 前 に 、 見 慣れ た 坊主 頭 が 立っ て いた 。 

「 ヨ シフ さん 」 

嘉 」 は 荻 い た 後に 、 嬉 し そう に 笑っ た 。 

「 久 し ぶり だ な 。 な ぁ 、 モ ブ た ち は あ れ か ら ど うな っ て 一 一 」 


「 センセ 、 今 な ら 人 逃し て や れる 」』 
焦っ た 声 で 、 ひ そ ひ そ と ヨシ フ が 耳打ち し て きた 。 

「 頼む 、 助 け て と 喜 っ て くれ 。 死 に た く 無い と 吉 っ て くれ .……『…. 1 」 
また 霊 紀 は 困っ た よう に 微笑 ん だ 。 

秩序 の 為 に 、 俺 の 死 が 必要 な ん だ 。 そ つ だ ろう ? ・ 

0 アン タ を 愛し て る ん だ 。 ア ンタ の 死刑 執行 ボタ ン は 、 確 実 を 
期す た め に 俺 が 押す 事 に な っ て いる 。 ワ 頼む 、 こ ん な 残酷 な 事 を 俺 に 
させ な いで くれ .… 『 


霊 夕 は ヨシ フ の 辛 さ か ら 目 を 逸らし な が ら 、 刑 室 に 入っ て 行っ 
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床 に 描か れ た 赤い 四角 の 真ん中 に 立ち 、 霊 紡 は 真っ 白 な 布 で 目隠し 
を され る 。 


首 に 縄 が か けら れ た 。 

7 最後 に 吉 い 残し た こと は ? 」 
処刑 室 の 中 に ヨシ フ の 声 が 響く 。 

『 宅 プ 、 刻 沢 、 テル くん 、 律 くん 、 シ ョ ウ く ん 、 ヨ シフ さん 、 そ れ 
口 が 優し く 笑 み の 形 を 作る 。 

「 愛 し て る 」 

刑務 官 た ち が 、 辛 そう に 顔 を 人 逸 ら し た 。 
ヨシ フ は 大 の 端 を 噛み 切る 。 

つう っ と 血 を 流し な が ら 。 

ぐっ 、 と 死刑 執行 ボタ ン を 押し 込ん だ 。 
ば か ん 、 と 霊 妃 の 足元 の 床 が 開い て 。 


霊 J の 首 に 縄 が 食い 込ん だ と ぼぼ ば 同時 に 。 


ぶち ん 、 と 縄 は 切れ 。 


霊 妃 は 下 の 階 に 尻餅 を つい た 。 
「 あ て て て て ! …… えっ 」 


ぽか ん 、 と 刑務 官 も ヨシ フ も その 霊 幻 の 姿 を 眺め て いる 。 
1 人 最上 だ けが 、 手 を 霊 幻 に か ざし て 、 ふ ん 、 と 人 鼻 を 只 ら し た 。 


現行 の 司法 で は 、 死 刑 は 執行 され る と 、 再 執行 され る こと は 無い と 
いつ こと に な っ て いる 。 

つま り 縄 が 切れ る よう な アク シ デ ン ト が 万 が 一 に で も ある と 、 そ の 
死刑 囚 は 釈放 され る こと に な る の だ 。 


そん な アク シ デ ン ト は 起こ る は ず が な い 。 
そう な ら な いよ うに 、 縄 は まず 切れ な い 物 を 使用 され て いる 。 


超常 的 な 力 で も 働か な い 限 り (・・・・・ ト トド トト トト トト ) 、 旨 
は 切れ な い の だ 。 


し か し 、 現 在 の 司法 で は そん な 力 の 存在 は 認め られ て いな い 。 
つま り 。 
「 鼓 2 新 隆 は 釈放 だ .… せ … ! 」 


ヨシ フ が 叫び 、 刑 務 官 た ち が ワ ッ と 喜び に 飛び 跳ね た 。 

「 え っ 2? えっ?」 

戸惑う 霊 妃 の 目隠し と 手首 の 縄 が 外さ れる 。 

「 刑 は 執行 され た 。 お 前 の 死刑 は 行わ れ た 。 お 前 は も う 自 由 だ 」 
「 え 2? 」 

未然 と し た まま 、 霊 紀 は 独房 の 方 へ 向かう 。 

「 先生 ! 」 


途中 で わっ と 囚人 た ち が 駆 け 寄 っ て くる 。 

「 聞き や し た 。 首 の 縄 が 切れ た っ て 。 や っ ぱり お 天道 様 は 見 て る ん 
だ .…… ぼ . ! ! 先生 が 死刑 に な る な ん て そもそも 道理 が 許し て 無かっ た 
ん だ よ ! ! 」 

泣き じゃ くる ヤク ザ の 幹部 の 背中 を 霊 妃 は ヨシ ヨシ と 撫で る 。 

それ を 面白 く 無 さそ うに 見 て いる 大 悪 吉 に 、 

( な る ほど な ) 

と 霊 妨 は 目 を 細め る 。 

お 天道 様 じ ゃ な く て 、 大 悪霊 が 見 て いた の だ 。 

霊 幻 新 隆 と いう 人 間 を 。 

そし て 間断 を 下 し た 。 死 ぬ に は まだ 早い 、 と 。 
(困っ た ダー リン だ な ) 

霊 4J は 苦笑 し た 。 


霊 編 は すぐ 荷物 を まとめ て 拘置 所 を 出る 事 に な っ た 。 

「 静岡 の 自衛 隊 基 地 が 詞 沢 克也 と 花沢 輝 気 、 上 級 悪霊 エク ボ に 襲わ 
れ て いる 。 こ れ に 影山 茂夫 も 合流 し た ら 静 岡 基 地 は 終わ り だ 。.…… 
アン タ な ら 上 止め られ る 。 そ うだ ろう ? 」 

霊 妃 は 険しい 顔 を し て 賃 い た 。 

スポ ー ツ カー の 覆面 パト カー に 霊 妃 は 乗り 込ん で シー ト ベ ルト を し 


め る 。 
ちゃ っ か り 後 部 座席 に 最上 も 座っ た 。 
「 飛 ばす ぜ .………. ! ! 」 


スカ イラ イン の サイ レン を 鳴ら し な が ら 、 ヨ シフ は 車 を 跡 散 らし な 
が ら 基 地 に 向かっ た 。 


請 沢 は ビニ ー ル 傘 を 振る 。 

分 い ガ ラス が 割れ て 、 項 垂れ て いた 拘束 服 の 青年 が 立ち 上 が る 。 
「 ぷ ーー いい 、 ア 八 八 八 八 八 !! 」 

ビン 、 ピ ィ ン 、 と 拘束 服 の 留め 具 が 外れ て 行く 。 


ふわ り 、 と 青年 は 宙 に 浮か び 上 が っ て 、 手 を 広げ る 。 

「 待 っ て て 下さ いね 、 師 匠 。 今 一 助け に ゆき ます . 

うっ そり と 微笑 お 青年 に 、 終 わり だ 、 と 研究 者 が 腰 を 抜か し た 。 

「 影山 くん 。 ま ず は 寺 幻 さん に 危害 が 加え られ な いよ う 、 徹 底 的 に 
この 基地 を 無力 化し て いこ う 」 

「 簡単 だ よ 。 芯 沢 さん た ち は バ リア 張っ て て 」 

ブ ゥ ウ ウ ウン 、 と 電子 音 を 鳴ら せ て 茂夫 の 周囲 に 超 能 力 が 濃縮 され 
GUNS ん と 


パウ 、 と 音 を 立て て 光 の 柱 が 天井 を 破壊 し て 一 瞬 で 天 を 突く 。 
そこ か ら 拡 散 ミ サイ ル の よう に 光 の 柱 は 分 か れ て 、 
ズ ヽ 


静岡 基地 に 降り 注 ご うと し て いた 。 

EZ ルコ 

その 声 に 、 シ ュ ン 、 と 光 が 消 える 。 

「 モ プ ブ 、 迎 え に 来 た ぞ ! 肩 沢 も 、 エ クボ も 、 テ ル く ん も ! 」 
見 開い た 茂夫 の 濁っ た 瞳 に 、 見 慣れ た 山吹 色 が つつ る 。 

に よう て ュ 

「 そ うだ 、 俺 だ ! 俺 の 死刑 は 執行 され た 。 も う 俺 は 自由 だ ! 
ぶ わ 、 と 茂夫 の 目 に 深 が 溢れ る 。 

「 師匠 .………! ! 」 

宙 か ら ま っ すぐ 懐か し い グ レー スー ツ に 抱き つい て 、 そ の 勢い に 霊 
編 は よろ ける 。 

「 お っ 、 と と 。 な あ 、 モ ブ 、 帰 ろう 。 相談 所 に 帰ろ うつ 。 俺 た ちの 、 
相談 所 に 」 

央 下 才 Ke ass ! 」 

茂夫 は し っ か と 霊 紀 を 抱き し め る 。 

「 もつ 感 動 の 再開 は 充分 じゃ な いか ね ? 離れ た まえ 、 影 山 君 
不機嫌 そう に 最上 が 声 を 掛け る 。 

「 君 と の 契約 は 果たし た よ 。 新 隆 君 は も うつ 私 の も の だ 」 

ぎり 、 と 茂夫 は 歯ぎしり を する 。 

「 お い 待 て 何 の 話 だ 」 

霊 夕 が じ ろ っ と 最上 を 昭 む 。 


「 さ あて 、 何 の 話 だ ろ つ な? 」 
最上 は つっ すら 笑っ て 魔 化し た 。 


「 も し キミ が 情け 無く 私 に すがっ て 、 命 妥 い を し て いた ら 私 は キミ 
を 助け な か っ た よ ,」 

「 キ ミ は 高潔 で あっ た 。 最 期 ま で 美しく 、 ま さ し く キミ で あっ た 
「 だ か ら 私 は 助け た の だ 。 そ れ が ある べき だ と 思っ た 

「 影山 君 と の 約束 は 、 ま あ 、 守 る 気 は ある よう な 、 無 いよ うな 、 そ 
ん な も の だ っ た よ 」 

「 た だ し 、 何 も か も これ まで 通り 、 で は な い ぞ 。 心 当たり は ある 

な ?」 

6 そう だ 。 そ の 通り だ 。 や は けり お 前 は 智 六 が ある 。 我 が 、」 


「 伴 何 よ 」 


バチ 、 と 霊 妃 は アパ ー ト で 目 を 覚まし た 。 

ま 時 3 いや ー お な 予感 が する な ぁ .… 」 

朝 の 支度 を 終え て 、 霊 幻 は グレ ー ス ー ツ に 袖 を 通し 、 相 談 所 に 向 か 
つ 。 

「 お は よう 」 

ドア を 開け る と 、 先 に 来 て いた 肩 沢 、 エ クボ 、 駆 けつ けた 茂夫 、 花 
沢 、 ト メ 、 そ し て .………… 見 知ら ぬ 茶 髪 の 軽い 感じ の 男性 が いた 。 

人 RE 菅 示さ ん ? 」 

チャ ラ 男 は 、 ふ ふ 、 と 真っ 黒 な 眼 宮 で 笑っ た 。 

「 分 か る か ね ? 丁度 この 死体 が 落ち て いた か ら 、 拝 借 し た の だ よ 。 
これ か ら よ ろ し く 頼 む よ 、 所 長 」 


2 は ーー っ と 長い た め 息 を つい た 。 

財 の チ 和 経営 厳し く て 、 給 料 ま と も に 出せ な いん だ けど 」 
T 潮 わん よ 、 bo 別 の も の を 貰う 」 

近づい て 来 た 最上 が さら り と 人 金 木 主 の 香り の する 髪 を すく 。 
「 じゃ あ 、 ま ず 面 接 か ら 
イタ ズラ っ ぽい 顔 を し て 霊 幻 が 吉 つ 。 

く 、 と 最上 は 笑っ た 。 


「 世紀 の 大 悪 吉 、 最 上 所 示 だ 。 こ れ か ら よ ろ し く 頼 む 」 
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